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ドキドキ脱出ゲーム
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ドキドキ脱出ゲーム概要
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タッチセンサー機能を使ったゲームを作成しよう。
2本の金属の間を接触せずに、ゴールまで行けるか。



ゲーム動作説明
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タッチセンサー機能を使います。
手に持つ金属棒は、GNDに接続。
2本の針金は、端子P1に接続。
ゴールの金属部分は、端子P2に接続。
2本の針金の間を接触せずに、
金属棒を動かし、ゴールにタッチできれば
脱出成功！

スタート

ゴール

針金

金属棒



準備するもの

4

• マイクロビット
• ワニ口クリップ付コード
• 土台用発泡スチロール（段ボール等でもOK）
• 針金（アルミ、鉄など電気を通すもの）
• セロテープ、ハサミ、ペンチなどの工作用道具
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事前準備
マイクロビットの3V端子とGND端子は、
接触すると壊れてしまう場合があります。
心配な人は、工作に入る前に、
3V端子をマスキングテープなどで、
カバーしておきましょう。



基本のプログラム（新しいプロジェクトの作成）
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基本のプログラム（入力）
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シミュレータで確認
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P1端子をタッチ P2端子をタッチ



プログラムを転送、確認
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ワニ口クリップの片方をGNDに接続して、
反対側のクリップをP1とP2にタッチさせてみよう。

P1にタッチ P2にタッチ



プログラムの改造
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脱出ゲーム開始時のカウントダウンを追加してみよう。
まずは、変数の追加から。



プログラムの改造
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Aボタンが押されたら、スタートの合図として、カウントダウンされるようにしよう。
音の高さや、時間は、好きな数字に設定してもかまいません。
プログラムが入力できたら、シミュレータで確認して、マイクロビットに転送しよう。



工作してみよう１
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土台の長辺ながさの約2倍程度の針金を曲げて
コースを作成。

ゴール部分の電極は、
少し小さく丸めて作ってみよう。
クリップなどの金属を使ってもOK。



工作してみよう２
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針金で作ったコースとゴールを土台にセットしよう。
厚紙などを使って土台に貼り付けると、うまく固定できるよ。

スタート
ゴール



プログラムの改造２
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スタートの合図や、ゴール時の音楽など、
自分オリジナルのプログラムをつくってみよう。

ゴールまでの時間を測定、表示するプログラムもつくってみよう。

コースを長くしたり、むずかしくして遊んでみよう。
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